











72 73海外体験型教育プログラム 短期派遣手続きとリスク管理 別添資料
別添資料 1：リスク管理マニュアル  
 
大阪大学 GLOCOL 海外体験型教育企画オフィス（FIELDO）  









I. 渡航前の準備  



























・外務省 海外安全ホームページ http://www.anzen.mofa.go.jp/ 
 外務省海外安全ホームページ「海外安全劇場」（動画サイト） http://www.anzen.mofa.go.jp/video/index.html 
・外務省 各国地域情勢 http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/index.html 
 外務省海外安全ホームページ「在留邦人向け安全の手引き」 http://www.anzen.mofa.go.jp/manual/index.html 







	 「海外赴任者のための健康管理ガイドブック（平成 19 年度版）」（PDF 版） 
	 	 http://www.rofuku.go.jp/Portals/0/data0/johac/publications/pdf/guidebook-2.pdf 
・大阪大学保健センター海外渡航マニュアル	 http://www.healthcarecenter.osaka-u.ac.jp/img/kaigai_toko.pdf 
 
(3)	 予防接種  













































 ● ● ● ●    ●  
添資料 　リスク管理マニュアル







● ● ● ● ● 
 
● ● ● 
大阪府医師会予防接種センター 
大阪市天王寺区清水谷町 19-14 
電話 06-6768-1486  
 
● ● ● ● ● ● ● ●  
関西空港検疫所 
大阪府泉南郡田尻町泉州空港中 1 
電話 072-455-1283  
● ● ● ● 
  
● ● ●  
大阪検疫所、高槻予防接種センター 
大阪市港区築港 4 丁目 10 番 3 号 
電話	 06-6571-3522 
● 




電話 06-6856-6485  
 

















 ● ● ● ● ●  ● ● ● 
医療法人 泉友会 熊野クリニック 
堺市 
072-221-7543 










 ● ● ● ●  ● ● ● ● 
四ツ橋 AY クリニック 
大阪市四つ橋 
06-6110-7005 












 ● ● ● ● ●  ●  ● 
 






II-1. 研修先事情  
 
【参考】在 XXX 国日本国大使館	 http://www.x.emb-japan.go.jp/ 
 
（1）気候  
XXX 国の気候は大きく雨季（6 月～11 月）と乾季（12 月～5 月）に分かれ、年間を通じて気温が高い熱
























































































  ・ XXX 国人は温厚で、怒りの感情を余り表しませんが、人前で非難されたり、侮辱されたりすると激しく反発し、
極端な例では、怨恨による殺人事件にまで発展することがあります。 






















□	 	 	 クレジットカード	 
□	 	 	 旅行かばん（移動に便利なように小型軽量のものがよい）	 
□	 	 	 ノート、筆記用具	 
□	 	 	 帽子（日差しよけ）	 
□	 	 ビーチサンダル（入浴時等に使う）	 
□	 	 	 運動靴	 
□	 	 	 長袖シャツ、長ズボン（防虫、日差しよけ、白めのものがよい）	 
□	 	 襟付きシャツ（寺院などに行く場合）	 
□	 	 	 変圧器	 




□	 	 懐中電灯・ヘッドライト（電池残量を確認）	 
□	 	 	 常備薬（例：正露丸、ビオフェルミン、風邪薬、バンドエイド、消毒液、酔い止め、その他の常
用薬）	 
□	 	 	 洗面用具	 
□	 	 	 日焼け止め	 
□	 	 	 蚊取り線香、虫よけ薬（ポンプ式がよい）、かゆみ止め	 
□	 	 	 雨具	 
□	 	 入浴用の石鹸、シャンプーは持参（できれば環境に負荷の少ないものを）	 
□	 	 生理用品（女性）	 
□	 	 トイレットペーパー（芯を抜くとかさばらない）	 
□	 	 ウェットティッシュ	 
□	 	 タオル（汗拭き、その他）・バスタオル（入浴）	 
□	 	 洗濯洗剤（容器に小分けにするとよい）	 
□	 	 ひも類（洗濯物を干したり、いろいろ）	 
□	 	 ハンガー（針金製のなくしても惜しくないもの）・洗濯ばさみ	 
	 
【あると便利】	 
□	 	 体温計	 
□	 	 イオン飲料の粉末のもの（脱水症状時にミネラル・ウォーターで溶いて飲む）	 
□	 	 レトルトのおかゆ（体調が悪い時によい）	 
□	 	 サプリメント（ビタミン剤など）：疲れたり、野菜不足を補いたい時に飲む	 
	 
□	 	 耳栓・アイマスク（飛行機内その他で安眠できない時）	 






□	 	 軍手	 
	 
□	 	 日本を紹介するアイテム（家族の写真など）	 
□	 	 交流に役立つグッズ（ケンダマ、南京玉簾、手品道具、曲芸関係など）	 
□	 	 旅行会話集	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別添資料 2　海外体験型教育プログラムにおけるリスク対応事例
???????????
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??????????
?? ??? ???? ?? ??
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別添資料 3-1　応募フォーム（日本語）
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別添資料 3-2　応募フォーム（英語）
94 95海外体験型教育プログラム 短期派遣手続きとリスク管理 別添資料
別添資料 4 プログラム参加確認書
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別添資料 5-1　誓約書（海外フィールドスタディ）（日本語） 別添資料 5-2　誓約書（海外フィールドスタディ）（英語）
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別添資料 5-3　誓約書（海外インターンシップ）（日本語） 別添資料 5-4　誓約書（海外インターンシップ）（英語）
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     *宿泊料を含む場合には、朝・夕食の有無を明記すること
     *ガイド料など人件費にあたる費用は含まないこと


















→ 引率率率教員① 教員⽒氏名 現地携帯電話番号
→ 引率率率教員② 教員⽒氏名 現地携帯電話番号
→ 協⼒力力先 教員⽒氏名 現地携帯電話番号
→ 保険会社 会社名 電話番号 -‐‑‒
海外拠点 センター名 電話番号 -‐‑‒
→ 在外⽇日本国⼤大使館／領領事館 ⼤大使館／領領事館名 電話番号 -
→ 救急 -‐‑‒ -‐‑‒ 国名国内緊急時 　XXX







→ 当番教員① 教員⽒氏名 公⽤用携帯電話番号
→ 当番教員②   教員⽒氏名 -‐‑‒
→ GLOCOL事務① 事務⽒氏名 公⽤用携帯電話番号











   *宿泊 を含む場合には、朝・夕食の有無を明記すること
     *ガイド料など人件費にあたる費用は含まないこと
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別添資料8：緊急連絡先ファイル
プログラム： 日程： 2013/MM/DD ～ 2013/MM/DD
緊急時対応体制フローチャート A時間遅れている
現 地
★ 引率教員 ■ 1日に一度、当番教職員へ電話またはメールにて連絡し、情報共有
*平日・土日祝共通
引率教員① 教員氏名 現地携帯電話番号
引率教員② 教員氏名 現地携帯電話番号 ★ 危機発生
協力先 教員氏名 現地携帯電話番号 ● 事故や病気など、現地での対処・対応が可能な場合






当番教員① 教員氏名 公用携帯電話番号 ★ 定時連絡が無く、引率教員や現地関係者と連絡がとれない場合
当番教員② 教員氏名 - → シート3の体制
GLOCOL事務① 事務氏名 公用携帯電話番号












* 国名 より日本へ国際電話をかける 001-81-(最初の0を除いた電話番号） *他連絡先は詳細シートを参考のこと











プログラム： 日程： 2013/MM/DD ～ 2013/MM/DD
1-緊急時対応体制（現地での対処・対応が可能な場合） A時間遅れている
現 地 国　内
★ 危機発生（事件・事故など） ★ 現地より連絡を受ける
↓ 当番教員① 教員氏名 公用携帯電話番号
引率教員① 教員氏名 現地携帯電話番号 当番教員② 教員氏名 -
引率教員② 教員氏名 現地携帯電話番号 GLOCOL事務① 事務氏名 公用携帯電話番号
協力先 教員氏名 現地携帯電話番号 GLOCOL事務② 事務氏名 -
*緊急時用衛星電話 国名 電話番号
■ 警察、病院への連絡 ■ 連絡を受けた当番教職員
■ 病気、けがの場合は病院へ搬送 ↓ 　　 ● センター長・副センター長へ報告し、他の当番教員・事務と連絡をとる
↓
■ 対応拠点の決定 ■ センター長が対応方針を決定
↓ 　　（状況に応じて病院、警察、ホテル、大使館などを選択） → □ 対応チームを招集せず、各担当者が連絡を取り合い、事態の解決を図る
→ □ 対応チームを招集し、情報収集・対応方針を決定する
↓
■ 当プログラムの当番教職員へ状況報告（上から順につながるところへ） ◇ 課長は国際交流課にて待機
↓ 　*必要に応じて日本の国番号（+81）発信 ◇ 他の対応チームはGLOCOL豊中オフィスに集合
■ 対応方針の調整 ● センター長
↓ 　 ● プログラムの続行・中止の判断
　 ● 現地への人員派遣の判断
■ 事態解決 　 ・事務①・事務②→パスポート、ビザ、航空券、宿泊先等手配
↓
● 副センター長
■ 現地での事後処理 ● 現地との連絡窓口
　 ● 当該ご家族への状況説明と連絡
救急： 国名国内緊急時　XXX ● 事務①
警察： 国名国内緊急時　YYY 　 ● 保険会社との連絡
・ アイラック安心サポートデスク（24時間相談受付・アドバイス） ● 事務②
　 ●
通話料無料 電話番号1 　 ● 学生所属研究科へ連絡
国際コレクトコール 電話番号2 　 ● MLによりGLOCOLへ情報共有
直通国際電話（有料） 電話番号3
・ 電話番号
・ 電話番号 GLOCOL豊中オフィス：06-6850-5176 センター長：個人携帯電話番号
・ 電話番号 GLOCOL吹田オフィス：06-6879-4442 副センター長：個人携帯電話番号
・ 保険会社（担当者名） 電話番号 国際連携係：06-6879-7038 課長：個人携帯電話番号
課長補佐：個人携帯電話番号
* 国名 より日本へ国際電話をかける 001-81-(最初の0を除いた電話番号） *他連絡先は詳細シートを参考のこと 係長：個人携帯電話番号
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プログラム： 日程： 2013/MM/DD ～ 2013/MM/DD
2-緊急時対応体制（自然災害やテロなどの場合） A時間遅れている
現 地 国　内
★ 危機発生（災害やテロなど） ★ 現地より連絡を受ける
↓ 当番教員① 教員氏名 公用携帯電話番号
引率教員① 教員氏名 現地携帯電話番号 当番教員② 教員氏名 -
引率教員② 教員氏名 現地携帯電話番号 GLOCOL事務① 事務氏名 公用携帯電話番号




↓ 　　 ● センター長・副センター長へ報告し、他の当番教員・事務と連絡をとる
■ 当プログラムの当番教職員へ状況報告（上から順につながるところへ）
↓ 　*必要に応じて日本の国番号（+81）発信 ■ センター長が対応方針を決定
→ □ 対応チームを招集し、情報収集・対応方針を決定する
↓
■ 帰国の手続き ◇ 課長は国際交流課にて待機
↓ ◇ 他の対応チームはGLOCOL豊中オフィスに集合
■ 帰国 ● 副センター長
● 現地との連絡窓口
　 ● ご家族への状況説明と連絡
救急： 国名国内緊急時　XXX ● 事務①
警察： 国名国内緊急時　YYY 　 ● 保険会社との連絡
・ アイラック安心サポートデスク（24時間相談受付・アドバイス） ● 事務②
　*国際コレクトコールがない地域からは一度有料でかけ、折り返しの連絡にしてもらう。 　 ●
通話料無料 電話番号1 　 ● 学生所属研究科へ連絡




・ 電話番号 GLOCOL豊中オフィス：06-6850-5176 センター長：個人携帯電話番号
・ 電話番号 GLOCOL吹田オフィス：06-6879-4442 副センター長：個人携帯電話番号
国際連携係：06-6879-7038 課長：個人携帯電話番号
* 国名 より日本へ国際電話をかける 001-81-(最初の0を除いた電話番号） 課長補佐：個人携帯電話番号
















引率教員① 教員氏名 現地携帯電話番号 □ 対応チームを招集し、情報収集・対応方針を決定する
引率教員② 教員氏名 現地携帯電話番号 ↓
協力先 教員氏名 現地携帯電話番号 ◇ 課長は国際交流課にて待機






■ 当番教員よりセンター長・副センター長へ連絡 　 ● 現地との連絡窓口
■ 担当事務より国際交流課長・課長補佐へ連絡 ● ご家族への状況説明と連絡
当番教員① 教員氏名 公用携帯電話番号
当番教員② 教員氏名 - ● 事務①









直通国際電話（有料） 電話番号3 GLOCOL豊中オフィス：06-6850-5176 センター長：個人携帯電話番号
GLOCOL吹田オフィス：06-6879-4442 副センター長：個人携帯電話番号
・ 電話番号 国際連携係：06-6879-7038 課長：個人携帯電話番号
・ 電話番号 課長補佐：個人携帯電話番号
・ 電話番号 *他連絡先は詳細シートを参考のこと 係長：個人携帯電話番号
・ 電話番号
* 国名 より日本へ国際電話をかける 001-81-(最初の0を除いた電話番号）
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担当者名 連絡先① 連絡先② ファックス メールアドレス
【その他】
担当者名 ファックス メールアドレス






-‐‑‒ 03-‐‑‒3580-‐‑‒3311（内線2310） -‐‑‒ -‐‑‒
外務省省領領事サービスセンター
（海外安全相談班）












住所 電話番号 ファックス メールアドレス
【JICA事務所】
住所 電話番号 ファックス メールアドレス
【警察／救急／消防】
国名 都市名 警察 救急 消防
関連機関連絡先②
警察／救急／消防
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【国番号】
国名 都市名 国番号
国番号
